
　ホウカGO ！では、積極的に屋外へでかけ、自然のなかでの活動も多く取り入れています。
　町内で養蜂を営んでいる久保亜由美さんの養蜂場
へ、見学に行きました。
　始めは慎重だった子どもたちですが、ミツバチと
巣を目の前で観察するという貴重な体験の中、自然
に距離は近づいていきました。何より久保さんから
聞くミツバチの生態の不思議には、みんな興味津々。
次々に質問も飛び交いました。

　見学に行って「蜂のイメージが変わった」「かわいいなと思った！」
そう感想を口にする子どもたち。
　久保さんからは、働き蜂、オス蜂、女王蜂の役割や、ミツバチが持つ
能力などについて教わりました。またミツバチは受粉などを担うこと
で、私たちの食物をささえてくれているということもわかり、ぐっと
身近に感じられた様子でした。

大自然をフィールドに ―見学編―

毎週の活動はSNSでご覧いただけます。

豊浦町　放課後子ども教室
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　「ミツバチの生息地が減少しているよ。」「ミツ
バチが減らないように私たちにできることはな
んだと思う？」そんな言葉も最後に投げかけてく
れました。

　オス蜂は毒針を持たないた
め、直接触れても大丈夫と教
えてもらい、じっくり観察

翌週は座学で振り返りを！
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